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３学期が始まり、早いもので１月も終わろうとしています。３月２１日の 

今年度最終日に向け、学習面、生活面等、それぞれの学年のまとめをしっか 

り行い、新たな学年を迎えさせたいと思います。 

今月１４日から「なわとび推進期間」として、のびのびタイム（業間）や体育の時間等を活

用し、全校生で“なわとび”に取り組んできました。冬休み中もなわとびに積極的に取り組み、

跳べるようになった技が増えたと言っていた子ども達もたくさんいました。 

子ども達は、「なわとび進級カード」に載っている技（回数や時間）に真剣に挑戦し少しで

も上位の級を目指していました。また、友達と長なわに取り組む姿も見られました。冬のこの

時期、寒くてなかなか運動に取り組むことがおろそかになりがちですが、子ども達は寒さに負

けず、なわとびに取り組みました。ホームページにもなわとびに関する記事がたくさん載って

いますので、ぜひご覧ください。 

なわとび運動は、冬季間の体力つくりに最適な運動で、気軽に取り組めるものです。今月い

っぱいで「なわとび推進期間」は終了となりますが、２月以降も継続して取り組み、体力向上

につなげていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

   先日、マチコミメールでお知らせした「郡山市公立学校教職員研究物展」に、今年 

  度本校で日頃から取り組んでいる教育活動をまとめた実践記録を出品しました。今回の 

  研究物展で、昨年の「特選」・特別賞「吾峰会賞」に引き続き、今年は「特選」・特別賞 

 「小学校長会賞」をいただきました。本日の「福島民報」に掲載されています。30日まで 

市中央公民館で展示されていますので、お時間があれば、足を運んでご覧いただきたいと 

思います。（開催時間等詳しいことは、マチコミメールを参照願います。）また、昨年度の研究を県の同窓吾峰会 

研究奨励事業に出品したところ「最優秀賞」を受賞することができました。 

先生方も“教え方の変革”を実現するため、日々研鑽を重ねています。 

全校生で“ なわとび ”に取り組んでいます！ 


